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第１ 植物品種保護証書の出願 

（アメリカ合衆国農務省農業販売促進局科学技術課） 
 

１ 出願書と別添様式に関する説明 
植物品種保護室（PVPO）への出願を有効に行うには、（1）必要事項がすべて記入され、

所有者による署名が示されている出願書、（2）必要事項がすべて記入されている別添様式A、

B、C、およびE、（3）塊茎繁殖品種については、成長可能な（植物全体を繁殖するという意

味で）組織培養物が、認可された公共の保存場所に保存および維持されることを裏付ける

検証結果、（4）「アメリカ合衆国財務官」に宛てた金額$4,382（出願の費用$518、および

審査の費用$3,864）のクレジットカードによる支払、またはアメリカ合衆国のいずれかの銀

行当て振り出し小切手による支払（実行規定と規則の97.6節を参照）のすべてがPVPOによっ

て受領されなければならない。新規： 種子繁殖品種の場合、出願人は成長が可能な品種

そのものの未処理の種子を3,000粒以上、交配品種の場合は品種を繁殖させるために必要な

各品目の未処理の種子（親品種）を3,000粒以上提供しなければならない。未完成な出願は、

PVPOにおいて最長90日間保持された後、未出願として出願人に返却される。種子はPVPOに送

付してはならない。塊茎以外について、直接寄託する手順が出願書と共に送付される。出

願書およびその他の必要物は、アメリカ合衆国農務省（USDA）、農業販売促進局（AMS）、

科学技術課（S&T）、植物品種保護室（PVPO）（住所：1400 Independence Avenue, SW, Room 

4512-South Building, Stop 0274, Washington, DC 20250）まで郵送すること。副本を1部、

各自で保管すること。出願書の表面には、以下の項目を除くすべての項目を明確に記すも

のとする。 

 

（1）ST 470出願様式に含まれる項目 

 項目18 － バイオテクノロジーの成果物とは、アメリカ合衆国のバイオテクノロジ

ー規制の調和的枠組みに基づき規制されている、植物の染色体中の特定の部位への核

酸構築物の単一挿入として定義される。詳細な情報は、

http://www.aphis.usda.gov/biotechnologyに示されている。 

 項目20。「はい」を選択した場合（この品種の種子は、保証種子としてのみ、品種名

称で販売される）、出願人は当該品種について、保護証書が発行され、公表され、ラ

ベルに表示されて販売した後に、この回答を覆すことはできない。ただし、「いいえ」

を選択した場合、出願人は選択を変更することができる（規則及び施行規則97.103節

を参照）。 

 項目23。法律の第41条、第42条、および第43条、および適格性の要件に関する規制の

97.5条を参照すること。 

 項目24。優先権を請求するための手順については、法律の第55条を参照すること。 
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（4）種子サンプルを送付する方法 

原産地が国内（アメリカ合衆国）である場合： アメリカ合衆国を原産地とする種子

サンプルは、アメリカ合衆国郵便公社ではなく、民間の輸送業者（FedEx、UPSなど）を利

用してNCGRP（住所：USDA-ARS-NCGRP, Attn: PVP Coordinator, 1111 South Mason St., 

Fort Collins, コロラド州 80521-4500、電話：970-492-7500）に直接送付すること。 

原産地がアメリカ合衆国ではない場合： 

１．種子をアメリカ合衆国に輸入するために必要な文書類を、NCGRPにメール

（PVPCoordinator@ars.usda.gov）で求める。これらの文書類には、当該種子を特定

した輸入許可住所（Import Permit Address）ラベル、ならびに輸入許可証（Import 

Permit）の写しが含まれている。 

２．輸入ラベルは、当該指定物品についてのみ効力を持ち、再使用することはできない

ので注意すること。アメリカ合衆国以外の国から送付された種子に適切な文書類

（輸入許可証と輸入先住所が明記されたラベル）が添付されていない場合、種子は

破棄される可能性がある。 

３．輸入許可証の写しを1通、種子に添付することが求められる。 

４．アメリカ合衆国農務省（USDA）、動植物検疫所（APHIS）の規制に従って、アメリ

カ合衆国以外の国から届くすべてのサンプルには原産国が発行する植物検疫証明書

を添付しなければならない。 

５．送付の際に使用する箱には、1) 種子寄託出願書、および2) 植物防疫所における検

査後に送付したことが判る書面（USDA-ARS-NCGRP宛て）、および3)植物検疫証明書

を同梱すること。 

 

（5）「別添様式A ―出願品種の来歴及び育成経過」の記入手順 

出願人は以下の提出が求められる。 

１．育種方法を含む、系譜に関するすべての情報。 

２．品種開発の選抜と増殖の各段階に関する詳細な説明。品種の特性のレベルに関する

均一性の記述（商業的に受け入れられる変動性は許容される）。 

３．品種のすべての特性に変異が生じなかった種子繁殖回数を示した遺伝的安定性の記

述。 

４．繁殖又は増殖の間に観察される変異体の種類と発生頻度。 

知的財産権を取得するには、情報開示が求められる。この情報開示の一環として、出

願者は品種の保護と引き換えに自身の発明品に関する情報を公開しなければならない。

植物品種保護のため、「別添様式A ―出願品種の来歴及び育成経過」には起源と育種方法

に関するすべての情報を記載するものとする。 

さらに、育成経過と方法に関する情報の一部として、別添様式Aには選抜基準を含む、

以降の選抜と増殖の諸段階に関する詳細が記載されなければならない。さらに、出願書

の他の場所に明記されていなかったり、記載されていない場合、別添様式Aには出願品種

 

出願書および別添様式を訂正したときは、その場所にイニシャルと日付を記載しなけ

ればならない。訂正を行う際にマスキング材を使用してはならない。証明書が許可され

た場合、証明書の発行手数料としてクレジットカード、もしくは小切手にて「アメリカ

合衆国財務官」宛てに$768の金額を支払うよう求められる。証明書は、被許諾者や代理人

ではなく、所有者に対して発行される。 

 

（2）名称承認に関する説明 

すでに使用されている品種名との紛争を回避するため、出願人は、保護証書が発行さ

れる前に、適切な認証当局に確認し、出願品種の不変的な名称が適切な認証当局によっ

て承認されていることを裏付けるエビデンス（証拠）を提出しなければならない。たと

えば、農作物および野菜作物の場合、アメリカ合衆国農務省（USDA）、農業販売促進局

（AMS）、家畜および種子科、種子管理検査所（住所：801 Summit Crossing Place, Suite 

C, Gastonia, North Carolina 28054-2193、電話：(704) 810- 8870、ウェブサイト：

http://www.ams.usda.gov/lsg/seed.htm）に問い合わせること。 

 

（3）所有権の変更や譲渡に関する重要な注意 

出願者および所有者は、出願書や証明書の有効期間内に住所、所有者、譲渡内容、あ

るいは所有者の代理人に変更が生じたときは、これをPVPOに連絡しなければならない。住

所、所有者の代理人、所有者、代理人の変更、または所有者の名前の変更を届け出る際

の手数料は、規則の97.175条に規定している（法律第101条、規則97.130、97.131、

97.175(h)条）および施行規則を参照。 
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（4）種子サンプルを送付する方法 

原産地が国内（アメリカ合衆国）である場合： アメリカ合衆国を原産地とする種子
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査後に送付したことが判る書面（USDA-ARS-NCGRP宛て）、および3)植物検疫証明書
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１．育種方法を含む、系譜に関するすべての情報。 

２．品種開発の選抜と増殖の各段階に関する詳細な説明。品種の特性のレベルに関する

均一性の記述（商業的に受け入れられる変動性は許容される）。 

３．品種のすべての特性に変異が生じなかった種子繁殖回数を示した遺伝的安定性の記

述。 

４．繁殖又は増殖の間に観察される変異体の種類と発生頻度。 

知的財産権を取得するには、情報開示が求められる。この情報開示の一環として、出

願者は品種の保護と引き換えに自身の発明品に関する情報を公開しなければならない。

植物品種保護のため、「別添様式A ―出願品種の来歴及び育成経過」には起源と育種方法

に関するすべての情報を記載するものとする。 
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所、所有者の代理人、所有者、代理人の変更、または所有者の名前の変更を届け出る際
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4

 

された接種病原が示されなければならない。 

４．収量の差異を区別性の根拠として使用することはできない。なぜなら、収量はとて

も複雑な性質を持っている指標だからである。収量の差異に貢献する下位の形質は、

区別性の根拠として使用することができる。 

５．（標準偏差を抑えることによる）均一性の向上は、区別性を裏付けるために十分と

はいえない。 

 

以下の場合にのみ、PVPOは分子生物学的手法（DNAフィンガープリント法）を用いた区

別性を受け入れる。 

１．分子マーカーの遺伝子座が公表され、引用されている（例えばSoybaseやMaizeGDB

などのように、公表されているURLから引用できる場合等） 

２．分子マーカーの遺伝子座が明確に同定されている。 

３．特異的な区別性のデータが引用されている。 

４．写真によるコピーが提出される場合、十分な解像度の、科学的で出版する価値があ

る質の高いゲル画像が含まれているか、又は十分な解像度で当該遺伝子マーカーと

の関連性を説明できる標識を分解するためのラベリングが提出されなければならな

い。さらに 

５．分子マーカーの遺伝子座が第三者によって検出されている。 

たとえば、以下の場合である。 

SNPs - 遺伝子座が、置き換えまたは挿入欠失（インデル）を示すSNP配列によって定

義される。 

SSRs - 遺伝子座が、プライマー対または配列によって定義することができる。 

AFLPs - 遺伝子座は、プライマー対によって定義される。 

RAPDs - 遺伝子座は、プライマー対によって定義される。 

 

  

 

を直接の親品種から識別するための特性を記載するものとする。 

最後に、通常の方法で品種を維持する間に予期される遺伝的変異体がある場合、変異

体の特性、および発生頻度を示す、別の記述書を提出するものとする。一般的に、変異

体の発生率は5%を超えてはならない。この発生率を超える場合、品種の均一性及び安定

性は問題視される。 

 

（6）「別添様式B ―区別性についての記述」への記入手順 

区別性についての記述を作成する際、出願人は以下に示す手順に従うとよい。**記入

欄が足りないときは、自由に用紙を追加して裏付けのデータを示し、以下の別添様式Bに

添付することができる。 

１．最も類似した既存の品種、または区別可能な品種グループを記す。または、 

２．ある作物の既存のすべての品種を記す。通常、一つの新たな品種につき一品種とす

ることができる。 

３．出願人の品種を手順1で記載した品種（すなわち、最も類似した品種）から明確に

区別（分離）できる形質を記載する。 

４．手順2で言及される形質の数又は質を示す。出願品種及び最も類似した品種の形質

について特性を記載しなければならないので注意すること。 

 

区別性の根拠となる形質に関する一般的な要件 

１．直接的な比較を行うことなしに明らかでない、あるいは検知できない植物の大きさ、

種子の大きさ、成熟度などの定量的特性の違いについては、出願人が提出するエビ

デンス（証拠）によって裏付けられなければならない。当該のエビデンス（証拠）

は、少なくとも二作期間の試験によって得られた数値データとして提出するものと

する（「品種の区別性を裏付けする証拠提示のためのガイドライン」を参照するこ

と）。 

２．色の違いに基づく区別は（赤色に対する緑色など）著しい違いがない限り、王立園

芸協会（RHS）のカラーチャート、マンセル・ブック・オブ・カラーなどの色に関

する基準を参照して記載するものとする。色見本に基づく測定は、複数の地域また

は生育期に実施するものとする。 

３．植物病害に対する反応の違いに基づく区別は（すなわち、抵抗性と高感受性など）

著しい違いがない限り、複数の地域または生育期に実施された複数の試験から得ら

れたデータまたは結果によって裏付けられる必要がある。あるいは、当該反応を生

じさせることが知られている遺伝子の有無が示されなければならない。病原体の存

在が実証または特定されている場合は、当該病原体の名称および（または）正体が

示されなければならない。さらに、植物病害に対する反応は、病原体または病原菌

のレース、系統、または病原型について記述されなければならない。病原体の存在

が実証されることも特定されることもない場合、植物病害の原因の特性または使用
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された接種病原が示されなければならない。 
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AFLPs - 遺伝子座は、プライマー対によって定義される。 

RAPDs - 遺伝子座は、プライマー対によって定義される。 

 

  

 

を直接の親品種から識別するための特性を記載するものとする。 

最後に、通常の方法で品種を維持する間に予期される遺伝的変異体がある場合、変異

体の特性、および発生頻度を示す、別の記述書を提出するものとする。一般的に、変異

体の発生率は5%を超えてはならない。この発生率を超える場合、品種の均一性及び安定

性は問題視される。 

 

（6）「別添様式B ―区別性についての記述」への記入手順 

区別性についての記述を作成する際、出願人は以下に示す手順に従うとよい。**記入

欄が足りないときは、自由に用紙を追加して裏付けのデータを示し、以下の別添様式Bに

添付することができる。 

１．最も類似した既存の品種、または区別可能な品種グループを記す。または、 

２．ある作物の既存のすべての品種を記す。通常、一つの新たな品種につき一品種とす

ることができる。 

３．出願人の品種を手順1で記載した品種（すなわち、最も類似した品種）から明確に

区別（分離）できる形質を記載する。 

４．手順2で言及される形質の数又は質を示す。出願品種及び最も類似した品種の形質

について特性を記載しなければならないので注意すること。 

 

区別性の根拠となる形質に関する一般的な要件 

１．直接的な比較を行うことなしに明らかでない、あるいは検知できない植物の大きさ、

種子の大きさ、成熟度などの定量的特性の違いについては、出願人が提出するエビ

デンス（証拠）によって裏付けられなければならない。当該のエビデンス（証拠）

は、少なくとも二作期間の試験によって得られた数値データとして提出するものと

する（「品種の区別性を裏付けする証拠提示のためのガイドライン」を参照するこ

と）。 

２．色の違いに基づく区別は（赤色に対する緑色など）著しい違いがない限り、王立園

芸協会（RHS）のカラーチャート、マンセル・ブック・オブ・カラーなどの色に関

する基準を参照して記載するものとする。色見本に基づく測定は、複数の地域また

は生育期に実施するものとする。 

３．植物病害に対する反応の違いに基づく区別は（すなわち、抵抗性と高感受性など）

著しい違いがない限り、複数の地域または生育期に実施された複数の試験から得ら

れたデータまたは結果によって裏付けられる必要がある。あるいは、当該反応を生

じさせることが知られている遺伝子の有無が示されなければならない。病原体の存

在が実証または特定されている場合は、当該病原体の名称および（または）正体が

示されなければならない。さらに、植物病害に対する反応は、病原体または病原菌

のレース、系統、または病原型について記述されなければならない。病原体の存在

が実証されることも特定されることもない場合、植物病害の原因の特性または使用



6

 

（7）ST470出願書 
各地域で複写すること。すべての複写物に書式の番号と日付を記載すること。 承認済み書式 - OMB No. 0581-0055 
 

アメリカ合衆国農務省 
農業販売促進局 

科学技術課 ― 植物品種保護室（PVPO） 
 

植物品種保護証書の出願 
（指示および情報収集の負担に関する文言を裏面に記す。） 

 
以下の文言は、1974年のプライバシー保護法（5 U.S.C. 552a）、および1995年の文書事務削減法（PRA）に従
って記載されている。 
 
植物品種保護証書を発行するか否か判断するために、出願が求められる（7 U.S.C. 2421）。保護証書が発行され
るまで、情報の機密性は保持される（7 U.S.C. 2426）。 

1. 所有者の名前 2. 仮名称、または系統名 3. 品種の名称 

4. 住所（通りの名称と番地、または地方無料郵便配達（R.F.D.）番号、市、州、およ
び郵便番号、国名） 

5. 電話（市外局番を含める。） 担当官が使用する欄 
PVPO番号 

6. ファックス（市外局番を含める。） 

出願受理日 

7. 所有者が「個人」ではない場合、組織の形態を示す（法人、組
合、協会など）。 

8. 法人組織化されている場合、登記されて

いる場所を示す。 
9. 法人組織化した日 

10. 本出願を行う所有者の代理人の名前と住所（一番目に記載される者がすべての文書類を受領す
る。） 

11. 電話（市外局番を含める。） 料

金

  

出願と審査にかかる料金： 
$ 
 
日付： 

 
 

受

領

済 

 

12. ファックス（市外局番を含める。） 登録料： 
$ 

   日付： 
13. 電子メール 

14. 作物の種類（一般名） 15. 作物の学名（属及び種） 16. 科の名前（植物学上） 

17. この品種は、第一代雑種か？ 

□ はい □ いいえ 

18. この品種には、いずれかのバイオテクノロジーの成果物が含まれ

ているか？ 

□ はい □ いいえ 

20. 所有者は、この品種の種子を認証種子の一クラスとし

てのみ販売するように指定しているか？（植物品種保護法
の第83節(a)を参照すること） 

  
バイオテクノロジーの成果物とは、アメリカ合衆国のバイオテクノロ

ジー規制の調和的枠組みに基づき規制されている、植物の染色体中の

特定の部位への核酸構築物の単一挿入として定義される。 

□ はい（「はい」の場合、以下の項目21および22に
回答すること。） 

□ いいえ（「いいえ」の場合、項目23に進む。） 

□ 未定 
19. 提出する各添付書類について、該当する項目のボックスにチェックマ

ーク（✓）を付けること（指示に従う）。 

a. □ 別添様式A. 出願品種の来歴及び育成経過 

b. □ 別添様式B. 区別性についての記述 

c. □ 別添様式C. 品種の客観的記述 

d. □ 別添様式D. 品種についての追加の記述（任意） 

e. □ 別添様式E. 所有者の所有権の根拠に関する記述 

f. □ 出願と審査にかかる料金（$4,382） 
 「アメリカ合衆国財務官」に支払う金額の小切手および郵便為替を作成する（植物品

種保護室（PVPO）へ郵送する）。 
 クレジットカードによる支払（2/11ページに記載する手順を参照すること）。 

21. 所有者は、この品種の種子のクラスの数を制限するように指定しているか？ 

□   はい     □ いいえ 

「はい」の場合、どのクラスか？ □ 基礎種子□ 登録種子 □ 証明種子 

22. 所有者は、この品種の種子の世代の数を制限するように指定しているか？ 

□ はい □ いいえ 
 
「はい」の場合、各クラスについて番号1、2、3などを指定する。 

   基礎種子  登録種子  証明種子 

(追加説明が必要な場合は、次ページに指定する空欄を使用すること。） 

23. この品種（収穫物を含む）、またはこの品種から作られた雑種はアメリカ合衆国またはその他の

国々において販売されている、処分されている、譲渡されている、または使用されているか？ 

□ はい □ いいえ 

24. この品種、もしくはこの品種のいずれかの構成要素が知的財産権で保護されているか？（植物育
成者権や特許権） 

 

□ はい □ いいえ 
「はい」の場合、各国で最初に販売された日、処分された日、譲渡された日、使用された日、および
状況を示すこと（次ページに示す欄に記入すること）。 

「はい」の場合、国名、出願日または発行日、および割り当てられた参照番号（次ページに指定す
る空欄を使用すること）。 

25. 所有者は、品種の裏付けとして成長可能な基礎種子のサンプルを出願日から3ヶ月以内に受入可能な保管場所に直接提出することを宣言する。種子は、適用される規制に従って、要求に応じて補給され

る。塊茎繁殖品種や栄養繁殖の親品種の場合、証明書料要求書の日付から長くて3ヶ月間にわたり、組織培養物または繁殖サンプルが公共の保存場所に保管される。これらは、証明書が有効である間にわた

って維持される。 
 
以下に署名する所有者は、この有性繁殖、もしくは塊茎繁殖による植物品種の所有者であり、第42節で求められるように品種に新規性があり、特徴的で、均一性があり、安定的であり、植物品種保護法の第

42節の規定に基づき保護される権利を有すると考えている。所有者には、本文書において虚偽の事実表明が行われた場合、保護性が損なわれ、罰則の適用に帰結する可能性があることが知らされている。 
所有者の署名 所有者の署名 

名前（活字体で明記するか、タイプする。） 名前（活字体で明記するか、タイプする。） 

地位または肩書 日付 地位または肩書 日付 

 

〔品種の区別性を裏付けする証拠提示のためのガイドライン〕 

植物体の大きさ、種子の大きさ、成熟度、明確でない差異といった量的形質の差異は、

類似の比較より得られた数値データとして、有意性の度合いを示す統計データと共に示

されなければならない。比較は、少なくとも2カ所又は少なくとも2つの生育期にわたり

行われなければならない。 

 

統計分析の一環として、以下の情報が求められる。 

１．区別性をもたらす形質を比較するために、少なくとも2カ所で、または、少なくと

も２つの生育期にわたって行われた試験から得られたデータまたは結果を別々に分

析し、再現性を明確に示す複数の個別の分析結果と共に提出する（情報を集積しな

いこと）。 

２．各試験を実施した場所、各試験のために植え付け、収穫、および比較を行った日、

各試験における植物体の本数、それぞれの比較に使用したサンプル数、または植物

体（または植物の部分）の数。 

３．比較に使用した各品種の区別性をもたらす形質の平均値。 

４．標準偏差、95％信頼区間、最小値から最大値まで観察される値の実際の範囲、比較

の信頼性を判断する上で役立つヒストグラムやボックスプロットなど、比較した各

品種について観察された値の範囲。 

５．採用された具体的な統計分析の名称（t検定、特定の「LSD」手順、ANOVA、95%信頼

区間、二項分布など）。 

６．実際の統計および確率値の引用（t検定が採用された場合は、実際のt値、ならびに

それに対応する確率値を提示すること）。 

７．この場合、分析が妥当であることを裏付ける証拠（たとえば、分布が正規分布でな

かった場合、分析はノンパラメトリック（非母数）であったこと（たとえば、マ

ン・ホイットニーのU検定など）。あるいはデータが適切に変換されたこと。正規

分布および（または）データの信頼性を妨げたあらゆる因子を含める。 

 

〔ST-470（2015年10月）植物品種保護室改訂〕 
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（7）ST470出願書 
各地域で複写すること。すべての複写物に書式の番号と日付を記載すること。 承認済み書式 - OMB No. 0581-0055 
 

アメリカ合衆国農務省 
農業販売促進局 

科学技術課 ― 植物品種保護室（PVPO） 
 

植物品種保護証書の出願 
（指示および情報収集の負担に関する文言を裏面に記す。） 

 
以下の文言は、1974年のプライバシー保護法（5 U.S.C. 552a）、および1995年の文書事務削減法（PRA）に従
って記載されている。 
 
植物品種保護証書を発行するか否か判断するために、出願が求められる（7 U.S.C. 2421）。保護証書が発行され
るまで、情報の機密性は保持される（7 U.S.C. 2426）。 

1. 所有者の名前 2. 仮名称、または系統名 3. 品種の名称 

4. 住所（通りの名称と番地、または地方無料郵便配達（R.F.D.）番号、市、州、およ
び郵便番号、国名） 

5. 電話（市外局番を含める。） 担当官が使用する欄 
PVPO番号 

6. ファックス（市外局番を含める。） 

出願受理日 

7. 所有者が「個人」ではない場合、組織の形態を示す（法人、組
合、協会など）。 

8. 法人組織化されている場合、登記されて

いる場所を示す。 
9. 法人組織化した日 

10. 本出願を行う所有者の代理人の名前と住所（一番目に記載される者がすべての文書類を受領す
る。） 

11. 電話（市外局番を含める。） 料

金

  

出願と審査にかかる料金： 
$ 
 
日付： 

 
 

受

領

済 

 

12. ファックス（市外局番を含める。） 登録料： 
$ 

   日付： 
13. 電子メール 

14. 作物の種類（一般名） 15. 作物の学名（属及び種） 16. 科の名前（植物学上） 

17. この品種は、第一代雑種か？ 

□ はい □ いいえ 

18. この品種には、いずれかのバイオテクノロジーの成果物が含まれ

ているか？ 

□ はい □ いいえ 

20. 所有者は、この品種の種子を認証種子の一クラスとし

てのみ販売するように指定しているか？（植物品種保護法
の第83節(a)を参照すること） 

  
バイオテクノロジーの成果物とは、アメリカ合衆国のバイオテクノロ

ジー規制の調和的枠組みに基づき規制されている、植物の染色体中の

特定の部位への核酸構築物の単一挿入として定義される。 

□ はい（「はい」の場合、以下の項目21および22に
回答すること。） 

□ いいえ（「いいえ」の場合、項目23に進む。） 

□ 未定 
19. 提出する各添付書類について、該当する項目のボックスにチェックマ

ーク（✓）を付けること（指示に従う）。 

a. □ 別添様式A. 出願品種の来歴及び育成経過 

b. □ 別添様式B. 区別性についての記述 

c. □ 別添様式C. 品種の客観的記述 

d. □ 別添様式D. 品種についての追加の記述（任意） 

e. □ 別添様式E. 所有者の所有権の根拠に関する記述 

f. □ 出願と審査にかかる料金（$4,382） 
 「アメリカ合衆国財務官」に支払う金額の小切手および郵便為替を作成する（植物品

種保護室（PVPO）へ郵送する）。 
 クレジットカードによる支払（2/11ページに記載する手順を参照すること）。 

21. 所有者は、この品種の種子のクラスの数を制限するように指定しているか？ 

□   はい     □ いいえ 

「はい」の場合、どのクラスか？ □ 基礎種子□ 登録種子 □ 証明種子 

22. 所有者は、この品種の種子の世代の数を制限するように指定しているか？ 

□ はい □ いいえ 
 
「はい」の場合、各クラスについて番号1、2、3などを指定する。 

   基礎種子  登録種子  証明種子 

(追加説明が必要な場合は、次ページに指定する空欄を使用すること。） 

23. この品種（収穫物を含む）、またはこの品種から作られた雑種はアメリカ合衆国またはその他の

国々において販売されている、処分されている、譲渡されている、または使用されているか？ 

□ はい □ いいえ 

24. この品種、もしくはこの品種のいずれかの構成要素が知的財産権で保護されているか？（植物育
成者権や特許権） 

 

□ はい □ いいえ 
「はい」の場合、各国で最初に販売された日、処分された日、譲渡された日、使用された日、および
状況を示すこと（次ページに示す欄に記入すること）。 

「はい」の場合、国名、出願日または発行日、および割り当てられた参照番号（次ページに指定す
る空欄を使用すること）。 

25. 所有者は、品種の裏付けとして成長可能な基礎種子のサンプルを出願日から3ヶ月以内に受入可能な保管場所に直接提出することを宣言する。種子は、適用される規制に従って、要求に応じて補給され

る。塊茎繁殖品種や栄養繁殖の親品種の場合、証明書料要求書の日付から長くて3ヶ月間にわたり、組織培養物または繁殖サンプルが公共の保存場所に保管される。これらは、証明書が有効である間にわた

って維持される。 
 
以下に署名する所有者は、この有性繁殖、もしくは塊茎繁殖による植物品種の所有者であり、第42節で求められるように品種に新規性があり、特徴的で、均一性があり、安定的であり、植物品種保護法の第

42節の規定に基づき保護される権利を有すると考えている。所有者には、本文書において虚偽の事実表明が行われた場合、保護性が損なわれ、罰則の適用に帰結する可能性があることが知らされている。 
所有者の署名 所有者の署名 

名前（活字体で明記するか、タイプする。） 名前（活字体で明記するか、タイプする。） 

地位または肩書 日付 地位または肩書 日付 

 

〔品種の区別性を裏付けする証拠提示のためのガイドライン〕 

植物体の大きさ、種子の大きさ、成熟度、明確でない差異といった量的形質の差異は、

類似の比較より得られた数値データとして、有意性の度合いを示す統計データと共に示

されなければならない。比較は、少なくとも2カ所又は少なくとも2つの生育期にわたり

行われなければならない。 

 

統計分析の一環として、以下の情報が求められる。 

１．区別性をもたらす形質を比較するために、少なくとも2カ所で、または、少なくと

も２つの生育期にわたって行われた試験から得られたデータまたは結果を別々に分

析し、再現性を明確に示す複数の個別の分析結果と共に提出する（情報を集積しな

いこと）。 

２．各試験を実施した場所、各試験のために植え付け、収穫、および比較を行った日、

各試験における植物体の本数、それぞれの比較に使用したサンプル数、または植物

体（または植物の部分）の数。 

３．比較に使用した各品種の区別性をもたらす形質の平均値。 

４．標準偏差、95％信頼区間、最小値から最大値まで観察される値の実際の範囲、比較

の信頼性を判断する上で役立つヒストグラムやボックスプロットなど、比較した各

品種について観察された値の範囲。 

５．採用された具体的な統計分析の名称（t検定、特定の「LSD」手順、ANOVA、95%信頼

区間、二項分布など）。 

６．実際の統計および確率値の引用（t検定が採用された場合は、実際のt値、ならびに

それに対応する確率値を提示すること）。 

７．この場合、分析が妥当であることを裏付ける証拠（たとえば、分布が正規分布でな

かった場合、分析はノンパラメトリック（非母数）であったこと（たとえば、マ

ン・ホイットニーのU検定など）。あるいはデータが適切に変換されたこと。正規

分布および（または）データの信頼性を妨げたあらゆる因子を含める。 

 

〔ST-470（2015年10月）植物品種保護室改訂〕 
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アメリカ合衆国農務省 

農業販売促進局 
科学技術課 ― 植物品種保護室（PVPO） 

植物品種保護証書の出願 
 

別添様式A ―出願品種の来歴及び育成経過 
** 必要に応じてページを加えること。 

担当官が使用する欄 

 
PVPO番号 

1. 所有者の名前 2. 仮名称、または系統名 3. 品種名称 

4. 系統図（使用された公的および商業品種、系統、または栄養体にに遡って記述）および育種方法 ** 

5. 以降の選抜と増殖のステージに関する説明を記述** 

年 ステージの詳細 選抜基準 

6.  品種は均一か？   はい   いいえ 

均一性の試験はどのように行ったか？ 

7.  品種は安定的か？  はい いいえ 
 
安定性に関する試験はどのように行ったのか？ 何世代にわたって検定を行ったのか？ 

8.  有性繁殖または栄養増殖の間に遺伝的変異体が観察されるか、あるいは予期されるか？  はい

 いいえ 

「はい」のときは、そうした変異体を特定する方法、変異体のタイプ、および発生頻度を記述すること。 

 

ST-470（2015年10月）植物品種保護室改訂 
 
 

 

ST ― 470からの続きのページ（植物品種保護証書の出願） 
 

22. 表面から続く（保証可能な世代数） 

23. 表面から続く（この品種（収穫された生産物を含む）、またはこの品種から生産されたハイブリッド種子がアメリカ合衆国またはその他の国で、販
売、処分、譲渡、使用されている場合は、各国の最初の販売日、処分日、譲渡日、使用日、および状況を示すこと。） 

24. 表面から続く（品種または品種のいずれかの構成要素が知的財産権（植物育成者権または特許権）で保護されている場合、国名、出願日または発行

日、割り当てられた参照番号を示すこと。） 
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アメリカ合衆国農務省 

農業販売促進局 
科学技術課 ― 植物品種保護室（PVPO） 

植物品種保護証書の出願 
 

別添様式A ―出願品種の来歴及び育成経過 
** 必要に応じてページを加えること。 

担当官が使用する欄 

 
PVPO番号 

1. 所有者の名前 2. 仮名称、または系統名 3. 品種名称 

4. 系統図（使用された公的および商業品種、系統、または栄養体にに遡って記述）および育種方法 ** 

5. 以降の選抜と増殖のステージに関する説明を記述** 

年 ステージの詳細 選抜基準 

6.  品種は均一か？   はい   いいえ 

均一性の試験はどのように行ったか？ 

7.  品種は安定的か？  はい いいえ 
 
安定性に関する試験はどのように行ったのか？ 何世代にわたって検定を行ったのか？ 

8.  有性繁殖または栄養増殖の間に遺伝的変異体が観察されるか、あるいは予期されるか？  はい

 いいえ 

「はい」のときは、そうした変異体を特定する方法、変異体のタイプ、および発生頻度を記述すること。 

 

ST-470（2015年10月）植物品種保護室改訂 
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アメリカ合衆国農務省 
農業販売促進局 

科学技術課 ― 植物品種保護室（PVPO） 
植物品種保護証書の出願 

 
別添様式B ― 区別性についての記述 

** 追加の対照品種については、追加の表を用いて違いを明確に示すこと。 
追加のページを使用して、裏付けのエビデンス（証拠）を示すこと。 

担当官が使用する欄 

PVPO番号 

1. 所有者の名前 2. 仮名称、または系統名 3. 品種名称 

全体的な形態に基づき、  _ は  に最も類似している。 
出願人の新品種 最も類似した対照品種 

   は、以下の形質において  _ と明確に異なる。 
出願人の新品種 最も類似した対照品種 

具体的な形質を記述する。次に、比較対象の各品種における当該形質を計測値で記述する。（以下の手順に示す「品種の区別性を裏付けする証拠提示のた

めのガイドライン」を参照すること）。 
例：葉の軟毛 
例：葉の色 
例：植物体の高さ 

軟毛が濃密 
濃緑色（5GY 3/4） 
200 cm +/- 10 cm (N=25) 

無毛 
淡緑色（2.5GY 8/10） 
250 cm +/- 15 cm 
(N=25) 

写真を添付 
マンセルカラーチャート 
統計データを添付 

1. 質的形質： 出願人の新品種    第一対照品種 
   

出願におけるエビデンス（証拠）の場所 

    

2. 色に関する特徴：    

    

3. 量的形質：    

    

4. その他：    
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アメリカ合衆国農務省 
農業販売促進局 

科学技術課 ― 植物品種保護室（PVPO） 
植物品種保護証書の出願 

 
別添様式E ― 所有権の根拠に関する記述 

担当官が使用する欄 

PVPO番号 

1. 所有者の名前 2. 仮名称、または系統名 3. 品種名称 

4. 出願人は品種についてすべての権利を所有しているのか？該当する欄に「X」を示すこと。「いいえ」のときは、下に説明すること。 
 はい いいえ 

5. 出願人はアメリカ合衆国の国民か、もしくはアメリカ合衆国に住所を有する法人か？ 「いいえ」のときは、国名を示すこと。 
 はい いいえ 

6. 出願人は原所有者であるか？ はい いいえ 「いいえ」のときは、以下のいずれかに回答すること。 
 
 

a. 品種の当初の権利が個人によって所有されている場合、その原所有者はアメリカ合衆国の国民であるか？ 
はい いいえ 「いいえ」のときは、国名を示すこと。 

 
 

b. 品種の当初の権利が法人によって所有されている場合、原所有者はアメリカ合衆国に住所を有する会社であるか？ 
はい いいえ「いいえ」のときは、国名を示すこと。 

7. 所有権に関する追加説明（当初の育成者から現在の所有者までの所有権を追跡。） 

注記： 
 
植物品種保護は、以下の基準を満たす所有者（被許諾者ではない）のみに与えられる。 

 
1. 品種に対する権利が当初の育成者によって所有されている場合、当該の者はアメリカ合衆国の国民、植物の新品種の保護に関する国際条約（UPOV

条約）加盟国の国民、もしくは同じ属又は種についてアメリカ合衆国の国民に同様の保護を与える国の国民でなければならない。 
 

2. 品種に対する権利が当初の育成者を雇用した会社によって所有されている場合、当該の会社はアメリカ合衆国を拠点とし、植物の新品種の保護に関

する国際条約（UPOV条約）加盟国の国民により所有され、あるいは同じ属又は種についてアメリカ合衆国の国民に同様の保護を与える国の国民に

より所有されていなければならない。 
 

3. 出願人が当初の所有者ではない所有者である場合、当初の所有者と出願人の両者が上記のいずれかの基準を満たさなければならない。 
 
当初の育成者/所有者は、最終的な育種を主導した個人または会社とすることができる。定義については、植物品種保護法の第41節(a) (2)を参照するこ

と。 
 

 

アメリカ合衆国農務省 
農業販売促進局 

科学技術課 ― 植物品種保護室（PVPO） 
植物品種保護証書の出願 

 
別添様式B ― 区別性についての記述 

** 追加の対照品種については、追加の表を用いて違いを明確に示すこと。 
追加のページを使用して、裏付けのエビデンス（証拠）を示すこと。 

担当官が使用する欄 

PVPO番号 

1. 所有者の名前 2. 仮名称、または系統名 3. 品種名称 

全体的な形態に基づき、  _ は  に最も類似している。 
出願人の新品種 最も類似した対照品種 

   は、以下の形質において  _ と明確に異なる。 
出願人の新品種 最も類似した対照品種 

具体的な形質を記述する。次に、比較対象の各品種における当該形質を計測値で記述する。（以下の手順に示す「品種の区別性を裏付けする証拠提示のた

めのガイドライン」を参照すること）。 
例：葉の軟毛 
例：葉の色 
例：植物体の高さ 

軟毛が濃密 
濃緑色（5GY 3/4） 
200 cm +/- 10 cm (N=25) 

無毛 
淡緑色（2.5GY 8/10） 
250 cm +/- 15 cm 
(N=25) 

写真を添付 
マンセルカラーチャート 
統計データを添付 

1. 質的形質： 出願人の新品種    第一対照品種 
   

出願におけるエビデンス（証拠）の場所 

    

2. 色に関する特徴：    

    

3. 量的形質：    

    

4. その他：    

    




